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「1月は行く、2月は逃げる、3月は去る」と言う言葉があるように、あっという間に3月…1年間

のまとめの月となりました。6年生にとっては小学生最後の月、1年生～5年生にとっても今の学

級、学年で過ごす最後の月。いつも支えてくれる仲間や家族への感謝、そして4月からの新しい出

会いに向かう準備をしてほしいと思います。 

3月9日は『感謝の日』 一年間の感謝を言葉や行動で表してみましょう。人は一人では生きるこ

とはできないです。色々な所で沢山の方のサポートがあって毎日を過ごす事ができています。例え

ば、小学校の登下校の時に地域の方が、毎日、暑い日も寒い日も交通安全を見守ってくれている方

に、元気よく挨拶をすることで、地域の人への一番の感謝になります。児童館に帰って来た時も、

元気に笑顔で「ただいま」と挨拶をしてくれることが職員にとって一番の感謝の言葉になります。

又、学校で一年間使った机・成長を支えてくれた机。学童のロッカーなどは、次の学年のお友達が

使います。最後の日は、感謝をこめて綺麗に磨きましょう。嬉しい時は一緒に笑い、悲しい時には

一緒に泣き、どんな時でも近くで支えてくれた大切な友達にも「ありがとう」と感謝の気持ちを伝

えてみましょう。 

普段皆さんが使っている文房具や傘など全ての持ち物は、お家の方が、毎日働いて稼いだお金で

買ってくださった物です。忘れがちなのが、お家の方への感謝です。みんなが将来立派な大人にな

るために、働いたりみんなの面倒をみたりして下さっています。何かしてもらったら、感謝の気持

ちを込めて「ありがとう」と声に出して伝えましょう。そして自分で出来ることは言われなくても

進んでするようにしましょう。 

児童館の卒業・退館も残り1か月となり、私達職員も寂しさが募ってくる時期になりました。一

番長い児童では、12年間あけぼの・幼保学院・太陽と森の児童館で過ごしてくれました。これまで

色々な経験をした事を、これからの子供達の成長の中で、大きな土台になってほしいと思います。 

保護者の皆様におかれましては、太陽と森の児童館の活動運営に長年に渡り、多大なご協力を賜

り、心より感謝申し上げます。 

 

学童主幹教諭 松井 知加 

自分達で考えて段ボールの家や船を 

作っています。 

屋根作りに苦戦しています。 

遊びを考えてどんどん発展していきます。 



 

 

 

 

鬼のくす玉割りをしました。 

カステラにチョコペンで鬼の顔を描

きました。可愛い鬼ができました。 

鬼の風船をやっつけています。 

バレンタインデーのおやつ
は、手作りパフェでした。
トッピングを楽しみました。 

テラス席でいただきま～す！ 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
　 和太鼓 パソコン教室

あけぼの教室
ECC Cebu
ひな祭り

サッカー
プログラミング
2分の１成人式

5 6 7 8 9 10 11
体育
アイランド
ECC Cebu

アイランド
書道

アイランド
和太鼓

アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu

サッカー
プログラミング

12 13 14 15 16 17 18
体育
アイランド
ECC Cebu

アイランド
駄菓子屋さん

アイランド
和太鼓

パソコン教室
アイランド
あけぼの教室

アイランド
ECC Cebu 学院卒業式の

為休館

19 20 21　春分の日 22 23 24 25
体育
アイランド

アイランド
和太鼓

パソコン教室
アイランド
あけぼの教室

アイランド
お誕生日会

サッカー
プログラミング

26 27 28 29 30 31
体育
アイランド

アイランド
書道

アイランド
お楽しみ会

パソコン教室
アイランド

アイランド
お別れ会

給食を申し込みされる方は、給食がある日です。 

 4月1日(土） 
 

学院入学式の為 

休館日となります。 


